
●くつろぐ場所を自由にするラウンジチェア
１日のなかで「心地よい場所」は、時間とともにそっと移ろいます。
朝の光が静かに広がる窓辺。
昼下がりのぬくもりをまとったウッドデッキ。
家族の笑顔が満ちるリビング。
好きな姿勢で、好きな場所で。
その時々でいちばん贅沢な“いま”を味わえる場所へ心地よい椅子をひとつ連れていくだけで、
時間は特別に変わります。
だから小ぶりで座りやすく、心地よく。ふっと力が抜け、日常が遠ざかっていく。
そんなひとときを、もっと身近に。もっと自由に。心地よさと気軽さを両立したのが
Crankラウンジチェアです。

●座り心地
くつろぎの形は人の数だけあります。
多様な姿勢もやさしく包みこめるように、座面と背もたれはゆったりと安心できる広さに。
肘掛けは座面の半分までにして、日本人に馴染む胡坐の姿勢にも寄り添えるように。
背もたれは低めにして、上半身には“自由”という余白を残す。
だから、気づけばずっと座っていられる。そんな座り心地を目指したラウンジチェアです。
多様な姿勢を受け止めながらも、持ち運びやすいように小ぶりなサイズに収まっているのは、
細さと強さを併せ持つ“鉄”という素材だからです。
自然な姿勢に、そっと寄り添うための形です。

●フレームワーク
構造を支えるフレームは、丈夫でしなやかな曲げ加工のできる無垢の鉄です。
必要な場所へ、必要なものを届ける。
そんな工場の配管を思わせる発想から生まれたのが、
後脚から肘掛けへひと筆書きのようにクランクしながら続くライン。
その確かな強さが構造を支えながら、座面には“軽やかさ”をもたらしています。
そして後脚と背もたれのあいだに設けた、意図的な“間”。
その余白がフレームの存在感をいっそう際立たせ、シルエットには澄んだ軽快さが宿ります。
鉄という素材に、余白という美しさを重ねる。その掛け合わせがこの椅子の静かな品格です。

●空間に合わせて、最適な組み合わせを
フレームは5色展開、張地は豊富なバリエーションをご用意しています。
組み合わせ次第で、空間に最も調和する一脚をお選びいただけます。

商品ページはこちら

https://sugiyamaseisakusho.jp/products/petit-loungechair-sb/
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